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心に賛成して下さるこεε信じます．数日前，私はCapeの手立天文毫

長から愉快なる手紙を貰ひましkが，其れによりますS，此の賞牌授與

の事が「Capeタイムス」紙に載せられた日，氏は此は此の評議員會の決

議に大愛喜ばれた由であります．肇長の言によれば，氏は又南アフリカ

に於いて，’彗星捜索に心事する他の人々を個人的に奨め働まして，間接

に此の人々の盗見成功を助け＃由であります．Sころが，こNに特に

遺憾なごミは，Reid氏が目下病氣重態でありまして甚だしく苦痛を味は

れて居ります．「此の賞牌のニウスが氏をひさ・く喜ばせましf」ε，皇長

は書いて居られます．

　『Jackson博士よ，私は今此の賞牌を貴君に渡し，　Reid氏へよろしく御傳

へを願ひますミ共に，氏の墨蹟に封ずる吾々の賞讃の意こ病氣の治癒ε

健康の回復のtめの吾々の希望を氏に傳へ下さるこミを望みます．』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（拍手）

　　　　　去る六月三日の月蝕丁丁

　六月三日の皆翫月蝕を観測するため，京都大學天文毫では其の前々日に

打ち合はせ會を多いk．そして下の如く部署を定めナこ，一
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　爾ほ，當口迄は伊藤氏が時計の比較を澹任し，又森川小山爾氏は微光星

の掩蔽用の星圖を作った．すべて眼税観測者は，月球ε地影ミの接燭時刻

を観測するこミS，総隈の掩蔽時刻を観測するこεに定めt．叉，宴眞観

測者は或は月にガaドし，或は星にガイドして，いろいろの月蝕現象を撮

影するこミに申し合はせた．N，天文毫内の上記以外の諸君は其れ其れの

班に分れて時計の監督をやって下さる筈S決めた・

　Sころが愈々當日は朝から曇天で青函が少しも見えす，「之では駄目だ」

ε一同皆悲観してみた．しかるに午後六時頃になつつて，空の雲が急に淡

くなり天頂には青室が見え始めるミ共に，西の二丁線は夕焼のために美し

く染められたので，観測5’たちは俄かに元氣を回復し，もはや間もなく起

る月蝕がキツS見えるに遽ひないミ勇み立って，望遠鏡の調節や二三乾板

の準備なさした．

　蝕は7時17分6に部分食が始まる筈であったが，其の頃，東山あたり一帯

に濃い雲が重なってみて何物も見えす，只天頂に一等星が僅か見えてみた．

その後暫くしても雲は急に去るミ思はれなかっtが，8時頃になって突然ご

月のボンヤリした光が山の上の雲の間から見えた．しかし雲が濃くて，望

遠鏡で見てもふちははっきりしない．九時の食甚の頃から月は高く，雲も

淡らいだけれさ，やはり掩蔽を見るほさ明瞭にならなかった。そして絶え

ず大小の雲片が月西を往來した。

　　　　　　　　．一・　　　　　　㌦　　　結局，第二燭S第三燭εの
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観測以外に眼視観測は不可能

であった．只，雲の隙間を利用

して，中村稻葉爾君が見事な

爲眞を丁丁か撮っf，こNに

揚げたのは其の中の’つであ

る．
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